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在度を図 2 に示す。V や Pb などでは測定試料中での含有量が低かったために、ベビーフード中の
存在度が見かけ上高い値になったが、その他の元素では、概ね主食のコメと比較してもその存在度
は低い。体の小さな幼児のための離乳食ということが考慮されている結果であると考えられる。 
 
 
 本研究で測定したベビーフードについては、日本、中国、タイのいずれの国で生産されたベビー
フードも、日本のベビーフード協議会の定める規格を超える重金属元素濃度を含むものはなく、安
全性が保たれていることがわかった。今後も食の安全性を確保するために、食品中重金属元素濃度
のモニターを続けていく必要がある。 
 
 
1) https://edition.cnn.com/2019/10/17/health/baby-foods-arsenic-lead-toxic-metals-
wellness/index.html 
図 2．玄米中元素濃度で規格化した中国とタイのベビーフードに含まれる元素存在度 
